
無事生まれました

辺野古の珊瑚移植の視察に行きました ちなじゅん祭に参加しました

議会報告会/ゆんたく会を開催！

国頭郡区の各地の豊年祭に参加しました

北部豪雨視察

沖縄県議会議員
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写真で見る

議員としての8ヶ月間

2024年11月8日深夜から発生した北部豪雨災害による被害状
況を視察し、一早く県知事や国会議員と情報を共有して必
要な対策を検討しました。
しかし、今回の災害発生により市町村及び県の災害対策が
不十分であることを実感しました。今後は、ハザードマッ
プ見直しの推進や住民と議員との連絡体制を充実させるな
ど、地域の実情に沿った災害対策に取り組んでいきます。

2024年12月5日、無事長男を出産し沖縄県議会議員では初め
ての産休取得となりました。
2025年2月の定例会は、本議会は育休のためお休みしてい
ますが経済労働委員会はオンライン出席が可能であること
から参加予定です。選挙直前での妊娠発覚、当選後も妊娠
しながらの議員活動は容易なものではありませんでした
が、この貴重な経験を政策に活かしていきます。

各地で議会報告会とゆんたく会を開始しました。
8月：25日 名護市、31日 本部町
9月：16日 国頭村奥、22日 恩納村、26日 辺土名地区
10月： 今帰仁村　　11月： 金武町
写真は、大宜味村でのゆんたく会の様子です。
ゆんたく会は今後も定期的に開催しますので、多くの方の
ご参加を心よりお待ちしています。

沖縄県会議員の皆さんと辺野古の
珊瑚移植の視察に行きました。珊
瑚は今いる場所が成長に適正な環
境にあるからこそ育っています。
辺野古の海を守るため基地建設を
断念させる決意を強くしました。

今帰仁村で2021年から開催されて
いる「ちなじゅん祭」へ。子ども
たちと地域ではたらく大人たちを
つなげるという意味も込めた素晴
らしいお祭りです。

豊年祭は人口過疎化で継続が難し
くなっている現状がありますが、
地域外から人を呼んだり祭のとき
には地元に戻る若者がいるなど、
皆さんの努力で続いていることが
分かりました。過疎化対策には、
力を入れて取り組んでいきます。
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沖縄県

県民

＼高齢者の居場所がほしい／ ＼役場への申請手続を簡略化してほしい／

＼高校がない村で学校送迎を親がしている。通学費を援助してほしい／

「こういうのが欲しい！」「ここを改善して欲しい！」 等
生活や暮らしをより良くしていくための
【声（意見や要望）】を議員に伝える

県民の声を元に議会で県に課題や、改善点、解決案を追求。
より良い暮らし、より良い生活を実現するために
県の予算（お金の使い方）と条例（沖縄県のルール）を決める

議会で決まった予算や条例を元に
沖縄県の方針や事業が決まる

沖縄県議会議員

県民のより良い暮らし
より良い生活のため

事業を進め、改善していく

県民

令和6年6月定例会　一般質問

唯答

ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
を
活
か
し
た

観
光
の
取
り
組
み
は
？

文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長

健
康
・
長
寿
な
ど
を
活
用
し
て
、

旅
行
者
に
提
供
さ
れ
る
情
報
や
体

験
の
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
し
質
の
高

い
沖
縄
観
光
を
進
め
て
い
る
。

米
軍
人
が
事
件
を
起
こ
し
た
場
合
、

「
可
能
な
範
囲
で
情
報
伝
達
を
行
う
」

と
政
府
は
伝
え
て
き
た
よ
う
だ
が
、
日

米
合
同
委
員
会
※
で
の
合
意
に
「
可
能

な
範
囲
で
」
と
い
う
条
件
は
な
い
。
県

は
例
外
な
く
通
報
す
べ
き
と
抗
議
し
て

ほ
し
い
。
防
衛
施
設
局
に
対
し
て
も
事

件
の
通
報
が
な
ぜ
な
か
っ
た
の
か
、
追

及
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

● 
持
続
可
能
な
暮
ら
し

　 
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
と
有
機
農
業

● 

女
性
の
人
権

　 

米
軍
人
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
に
つ
い
て 

ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
は
世
界
の
長
寿
地
域
、
イ
タ
リ

ア
・
サ
ル
デ
ー
二
ャ
島
、
ア
メ
リ
カ
・
ロ
マ
リ

ン
ダ
、
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
カ
リ
ア
島
、
コ
ス
タ
リ

カ
・
ニ
コ
ヤ
半
島
、 
沖
縄
の
５
地
域
を
指
す
。

沖
縄
の
有
機
農
業
の
課
題
は
？

答
農
林
水
産
部
長

農
薬
を
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
こ

と
、
価
値
へ
の
理
解
不
足
で
価
格

を
高
く
で
き
な
い
こ
と
、
販
売
所

が
限
ら
れ
て
い
る
な
ど
。

厳
し
い
沖
縄
の
環
境
で
も
数
十
年

有
機
農
業
を
実
践
し
て
い
る
方
は

多
く
い
る
。
有
機
農
業
は
、
農
家

の
健
康
を
守
り
、
自
然
環
境
や
土

地
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
実
証
済

み
。 

県
内
視
察
す
る
な
ど
し
て
有

機
農
業
を
県
全
体
に
広
げ
る
活
動

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

米
軍
人
が
県
内
の
少
女
に
性
的
暴
行
を
加
え
た
事
件

が
半
年
以
上
過
ぎ
た
県
議
選
挙
終
了
後
に
判
明
し
、

県
に
対
し
て
政
府
か
ら
情
報
提
供
が
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

答
知
事
公
室
長

米
軍
人
に
よ
る
性
的
暴
行
事
件
に
つ
い

て
県
へ
の
連
絡
が
一
切
な
か
っ
た
こ
と

は
県
民
の
安
全
確
保
の
点
か
ら
大
き
な

問
題
。
県
は
政
府
に
対
し
て
強
く
抗
議

し
通
報
を
徹
底
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

※
日
米
合
同
委
員
会
　
日
本
で
の
米
軍
の
活
動
に
つ

い
て
協
議
す
る
機
関
。
政
治
家
は
参
加
で
き
ず
日
本

の
官
僚
と
在
日
米
軍
の
ト
ッ
プ
が
月
二
回
協
議
を
お

こ
な
う
。
議
事
録
は
公
開
さ
れ
な
い
。

○ 

そ
の
他
の
質
問

・
在
宅
医
療
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
辺
野
古
へ
の
土
砂
搬
出
が
さ
れ
て
い
る
安
和

　
桟
橋
の
事
故
に
つ
い
て

令和6年9月定例会　代表質問

唯

安
和
桟
橋
で
の
警
備
方
法
は
「
警
備
員
は
他
人

の
権
利
お
よ
び
自
由
を
侵
害
し
、
ま
た
は
個
人

も
し
く
は
団
体
の
正
当
な
活
動
に
干
渉
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
警
備
業
法
１
５
条
に
反
す

る
行
為
と
思
わ
れ
る
。
違
反
の
事
実
が
あ
っ
た

場
合
の
沖
縄
県
公
安
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

● 

権
利
お
よ
び
自
由
の
侵
害

　 

安
和
桟
橋
の
警
備
の
対
応
に
つ
い
て

安
和
桟
橋
事
故
と
は
、
辺
野
古
へ
の
土
砂
搬
出
が
さ
れ
て
い
る

名
護
市
安
和
桟
橋
の
出
口
で
発
生
し
た
交
通
事
故
。

警
備
員
１
名
が
死
亡
し
、
市
民
１
名
が
重
傷
を
負
っ
た
。
そ
の

後
警
備
会
社
は
抗
議
活
動
を
す
る
市
民
の
通
行
を
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
で
遮
る
警
備
方
法
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

答
県
警
本
部
長

特
定
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
状
況
に

基
づ
き
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

唯

法
令
違
反
が
あ
る
場
合
な
ど
は
指
導
を
行
う
と

の
答
え
を
も
ら
っ
て
い
る
が
そ
れ
で
い
い
か
。

答
県
警
本
部
長

警
備
業
者
が
法
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
公
安

委
員
会
が
警
備
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
と
の
指
示
や
営
業
停
止
命
令
処
分
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

○ 

そ
の
他
の
質
問

・
北
部
訓
練
場
返
還
跡
地
の
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

・
沖
縄
米
兵
に
よ
る
女
性
暴
行
事
件
の
そ
の
後
に
つ
い
て

・
離
島
課
題

・
世
界
遺
産
環
境
整
備

定例会の代表質問の背景など
詳しくはHPもご覧いただけます

6月定例会 9月定例会

※代表質問とは、儀保ゆいが会派を代表しての質問です

※一般質問とは、一議員としての儀保ゆいの質問です

議員の仕事ってなに？みんなのハテナ
を解決！

ご相談・ご意見・お問い合わせ

現在、儀保ゆい後援会事務所開設に向けて調整中です。
お問い合わせは、下記QRコードまたは電話、メールアドレスにて承っております。

ゆんたく会などの情報はLINE公式や各SNSで随時情報を更新していますので
お問い合わせ、登録、フォロー、ご参加お待ちしております。

お気軽にご相談ください

お問合せフォーム LINE公式 インスタグラム

沖縄県の人口は2024年時点で約140万人、年間予算は約8500億円。
全員で話し合って予算（お金の使い方）や条例（県のルール）を決めることはほぼ不可能......

沖縄県の方針や事業の決め手となっているのはみなさんの声です！
だからこそ私はみなさんにもっともっと議員を使って欲しいと思っています。

住所
〒900-0021 那覇市泉崎1丁目2番3号 議員居室514
電話
098-866-2702（会派室）070-3800-7936（事務所）
メールアドレス
giboyui2406pam@gmail.com

そこで、県民の声を届ける代表である【県議会議員】を選挙で決め
県議会議員は県民の声を元に沖縄県全体のルールやお金の使い方を話し合って決めます。


